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国産花粉の安定供給を可能にする 
スマート農業技術の開発と社会実装体制の確立 

 

１ 代表機関・研究代表者 
国立大学法人 鳥取大学 竹村 圭弘 

 

２ 研究期間：令和７年度～令和９年度（３年間） 
 

３ 研究目的 

国内の果樹生産が安定して行えるよう、果樹類の花粉採取と精製作

業の省力化・省人化を可能にするスマート農業技術を開発する。 
 

４ 研究内容及び実施体制 

①  花粉採取適期判定システムの開発と改良 
AI 画像認識と気温データに基づいて花粉採取適期の判定（精度 80％以上）と

花粉採取量の予測が可能なシステムを組み込んだ Web アプリを開発する。 
（日本工業大学、同志社大学、埼玉県農業技術研究センター、青森県産業技術センター、鳥取大

学、株式会社イーエスケイ） 
 

② 自走式花蕾採取機の開発と改良 
花蕾採取と葯精選を同時に行う自走式花蕾採取機のプロトタイプを改良し、

花粉採取量の向上、コスト低減を図るとともに、開発機に適合した低樹高ジョイ

ント樹形の最適栽培技術を確立する。 
（鳥取大学、埼玉県農業技術研究センター、群馬県農業技術センター、福島県農業総合センター） 

   

③ 純花粉精製機の開発と改良 
アセトン精製による樹種汎用性の高い純花粉精製機のプロトタイプについて

市販化に向けた簡素化、コスト低減を図る。 
（菱農エンジニアリング株式会社、鳥取大学） 

 

④ 開発機の社会実装体制の確立 
各開発機の社会実装を想定した供給量調査と価格決定を行う。 

（株式会社日本農業新聞、鳥取大学） 
 

５ 最終目標 

果樹類の花粉採取の省力化を可能にする各システムを開発し、開発

機の社会実装体制を確立する。 
 

６ 技術の実用化の計画 

対象技術（製品、サービスの総称） 果樹類の花粉採取省力化システム 

適用場面 
ナシ・リンゴ・スモモ・オウトウの 

花粉採取作業の効率化 

生産性向上の効果 花粉採取に係る労働時間の 80％を削減 

供給時期（製品の市販化やサービ

ス提供等の開始） 
令和 11 年度中 

【連絡先 国立大学法人 鳥取大学 0857-31-6749】 
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受粉に使用する花粉の採取は高所での重労働。


